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『 此 君 亭 好 日 』

月虹舎文庫の商品は、トランスビュー
の取扱で納品いたします。
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此君亭　生野 徳三
T h e  B a m b o o  A r t i s t s

人間国宝・生野 祥雲斎が残した

自宅兼工房「 此君亭 」の四季を、

珠 玉 の 写 真 と、 禅 語 の コ ラ ム で

綴った歳時記。

竹芸家の原点、創作の源とは・・・。

「ものづくり」を志す全ての方へ。
母屋二階座敷
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　三枚田の棚田の上段に八坪ほどの家

を建てることから此君亭は始まります

が、土地の決め手は、山育ちの祥雲斎

が憧れた「海の眺望」と「湧水」でした。

　後に祥雲斎の後を継いだ徳三氏の美

学は建築へ向けられますが、空間づく

りの基準に定めたものは「建具」でした。

徳三氏は建築美における重要な要素に

建具を挙げ、古く質の良いものを集め

ます。此君亭の中でもこだわりが 最も

反映された母屋二階の座敷は、京都六

角堂から出た墨絵の描かれた二枚の板

を地袋として設えたことが基準となり、

その後の意匠設計がなされます。 　

　主な木材は大分県安心院町に在った旧

家から転用しました。築年数の経過した

木材には新しい材にはどうしても出せない

魅力があると、徳三氏は言います。

　二階の座敷の見どころは多岐に渡り

ます。建具を開放すれば内
うちえん

縁を含んだ

八畳ほどの広い空間になりますが、閉

じれば 四畳半となり、印象が がらりと

変わります。壁の上部と天井に隙間を

設けることで 圧迫感を軽減し、部屋の

隅には一人が座れるだけの書斎があり、

窓には格狭間の伝統文様を象り、障子

越しに優しい光が入ります。 　

　「良い暮らし手が 住んで はじめて家

は良くなる」長年、此君亭に出入りし

ている大工の棟梁の言葉です。

　此君亭の建築美には二人の芸術家に

よる妥協の無いこだわりがその根本に

ありますが、何よりもそのこだわりを

理解し、応えようとする大工 や庭師な

ど多くの職方の支えがあることは言う

までもありません。
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石蕗の墨絵、七宝の引手のついた板戸が、

この空間の基準となった。

I have found that much of the pottery 

and baskets unearthed from ancient 

cultures around the world is similar. 

That  long ago,  i t  may not  be  the 

differences between civilizations, but 

rather commonalities as human beings, 

that come to the surface. I consider 

one commonality to be the “outside 

mentality.” People lived directly on the 

ground, i.e., “outside.” 

In the Heian period (794 － 1185 AD), 

the development of an architecture 

w h i c h  f e a t u r e d  r a i s e d  w o o d e n 

floors, designed to prevent humidity, 

transformed the people of this country 

into having an “ indoor mentality” 

and led them to become “Japanese,” 

in my opinion. Most of what we now 

call Japanese culture, such as the 

tea ceremony, ikebana , kimono , etc., 

developed on floors at distance from the 

ground, or “inside.” 

Until approximately 60 years ago, the lifestyle of the Japanese 

w a s  b a s e d  o n 

agriculture; people lived 

going back and forth between 

the outside and the inside. About 100 

years ago, the ceramic artist Kawai 

Kanjiro walked through a village near 

Kyoto,  where the houses,  hedges, 

fields, and mountains were in perfect 

harmony, and wrote that the landscape 

had “a great designer.” Perhaps Shikun-

tei, built on the site of terraced rice 

paddies, owes its simple beauty to its 

“agricultural” proportions. 

Outside and Inside 

屋
外
と

屋
内
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牡丹

呉須 瓶　 明 時代後期

Paeonia suffruticosa

　表門 から入って踏み石を進めば、小

川 が 流 れ、小 鳥 のさえずりが 聴こえ

ます。足 元 の 草 花、頭 上 の 木 蓮 や 椿

が 咲きみだれ、木漏れ日が ちらちらと

差し込みます。四月の後半、此君亭の

ある白木は温かい春の陽気に満ちあふ

れ、あらゆる生命が 動き出します。自

然の豊かさを感じながら玄関の前に立

ち、そっと引き戸に手をかけます。

　屋 内に入り戸を閉めたとたん、それ

までの賑やかさは瞬く間に消え、ひっ

そりと静まりかえった 空間に包まれま

す。無垢の木や土や紙などの自然素材

で構成された建築空間がさらに静けさ

を促しているようにも感じます。奥の

床の間には空間唯一の色彩であるかの

ような牡丹が瓶に挿してあります。

　屋外で体感する陽気な気分は削ぎ落され、最低限の光と音が身体に届くことでさらなる静寂

が訪れます。禅芸術の世界では、対象の全

てを表現するのではなく、余白や余韻

を残 すような奥ゆ か しさが 尊 ば れま

す。その感覚は幽玄という言葉 で 語ら

れますが、春が凝縮され たような 一 枝

の牡丹の花に、その 感覚を見 たように

思ったのです。

　薄暗い場所は人間の感性を刺激する

と言われます。ラスコー洞窟に壁画を

描くことも、岩陰に祭祀場が置かれる

ことも、きっと明るさと暗さのコント

ラストに身を置くことではじめて生じ

る感性 のような気がします。洞窟の中

で火を起こし暮らしていた人類は、闇

の中で 揺らめく炎を見て、心に静と動

があることを知ったのではないでしょ

うか。
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 　「 第46回 日本新工芸展 」にて、新刊 『 此君亭好日 』 の 竹芸家・生野徳三先生 が、最高位賞・内閣総理大臣賞を受賞されました。　　

　 5 月～ 7 月に東京・愛知・京都で開催の巡回展にあわせ、創作の源となる美しい暮らしを記した本著を、ぜひご高覧ください。

し く ん て い こ う じ つ

新 刊
The scent of Zen
behind a quiet life of
Bamboo artists

祝！ 内閣総理大臣賞受賞！　 巡回展 → ５月 東京都美術館　6 月 名古屋・松坂屋美術館　7 月 京都市京セラ美術館

メトロポリタン美術館
竹工芸作品 収蔵作家

全編英訳付日本文化の紹介に

　（クリックポスト/ゆうパケット対応）

    『此君亭好日』ISBN978-4-9912638-1-1　 　2,800円＋税  

     文・写真・編集　渡邊 航
ご注文 fax  0 1 2 0 - 9 9 9 - 9 6 8

直接取引の条件は、トランスビューの商品とすべて同じ
です（返品随時可）。取次ルートの場合は八木書店経由
です（買切・返品不可）。トランスビューとのお取引が
ないお店からのご注文は、小社からご連絡いたします。

1冊からお気軽に
どうぞ。

庭 g a r d e n , 家 h o u s e , 花 f l o w e r s . . . 美は、暮らしの かたわらに―。


